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Ⅰ　はじめに
　中年期以降になると、家庭内での子育てや職場での部下の指導などを通して、次世代
を担う若い世代への関心が高まると言われている。こうした関心を、#$%&'()（!*+,）は
「-.).$/0%1%02」と名付け、中年期の心理社会的発達課題とした。長寿化や晩婚化等の社
会的背景の変化に伴い、「-.).$/0%1%02」は中年期のみならず、高齢期においても重要な
発達課題となっていることが近年指摘されている（34.)5678,,*）。「-.).$/0%1%02」は、
#$%&'()の造語である。#$%&'()は「-.).$/0%1%02」を、「次世代を導き、確立することへ
の関心（英語）」と第一義的に定義し、第797段階の発達課題として位置づけた（#$%&'()67
!*+,）。「5.).$/0.」はラテン語源で「生み出す」という意味であり、「5.).$/0%()」
は「世代」、「5.).$/0%1.」には「生殖」という訳語が用いられている。わが国での
「-.).$/0%1%02」研究の初期段階においては、こうした語源と第一義的な定義を重視した見
解から、「生殖性」という訳語が多く用いられてきた。後に#$%&'()は新たな概念を加え、
「-.).$/0%1%02」を「自分自身の更なる同一性の開発に関わる一種の自己－生殖も含めて新
しい存在や新しい製作物や新しい概念を生み出すこと」（#$%&'()67!*:8）と再定義した。わ
が国では、!*:;年に発行された「自我同一性研究の展望」（鑪・山本・宮下67!*:;）の中で、
「-.).$/0%1%02」が生殖のみを指す概念ではなく、広く次世代を育て世話するという概念を
含むものとする立場から、「世代性」という訳語が用いられ、今日での「-.).$/0%1%02」研
究で用いられている（丸島・有光678,,9）。本論では生殖のみに囚われない概念として、「世
代性」という用語を採用することとする。
　#$%&'()によるこうした定義と解釈の変化が、後の「世代性」研究において重要な議題と
なっている。青年期以前までの発達課題における研究と比較し、中年期以降の研究はその蓄
積も少ないが、その中で「世代性」の多義的な概念について様々な解釈と議論がなされてき
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た。
　「世代性」概念の発生と変化、そして収斂に向かう議論の流れを集約することは、今後の
「世代性」研究の基礎的資料となるものであると考える。そこで本論では、欧米やわが国に
おいて、「世代性」を論じる上で重要な幾つかの文献を取りあげ、その概念と、概念を測定
するための尺度の変遷について述べる。

Ⅱ　世代性の概念と尺度の変遷
　1　Eriksonと世代性
　「世代性」概念について整理する際には、まず#$%&'()がその著書の中で概念をいかに用
いてきたかということに焦点を当てることが重要である。#$%&'()はその生涯で多数の著書
を残し、その中で「世代性」についても幾つかの記述を残している。!*+,年代に#$%&'()が
「世代性」理論を展開した後、多くの研究者がその理論を議論、検討してきたが、上述した
ように#$%&'()自身も自らの理論について様々な説明を補充し、「世代性」の定義を変化さ
せている。
　!*+,年代から-,年代にかけて、#$%&'()は.$/01の心理性的理論の脱性化の立場から「世
代性」概念を提唱した。「世代性」の概念として、「親であること」を第一義的定義として
重視した。しかし、男女間の性的関係の帰結としての生殖という意味のみではなく、異性
の相手との親密な出会いを鍵として、そこから「生み出すこと」全般について意味する、
としている（#$%&'()23 !*+,）。そして-,年代前半には、「世代性」に異世代間の「相互性
（405067%58）」の視点を導入し、先行世代と次世代との相互関係、相互作用の中で、「世
代性」の発達が達成されるとした。「世代性」の定義も拡大し、次世代に対して「教えるこ
と」や、組織の中で知識や技能を次世代に伝達することが「世代性」の行為として含まれ
るようになった（柳沢23!*9+）。また、「世代性」と前段階までの発達課題との関連について
言及し、「世代性」の発達には乳児期で獲得されるべき「基本的信頼感」が重要であるとし
た。更に-,年代後半では、「世代性」が社会の中での儀式や制度に支えられ、強化されてい
くものであることを提唱している（#$%&'()23!*-9）。以上のように、!*+,年代・-,年代は、
世代間において様々な経験を継承していくことが、両世代にとって「良いこと」であると
いう前提の中で、「世代性」の議論が進められてきた。「世代性」のネガティブな側面に初
めて触れられたのは、!*-*年に出版された『:6)1;%’'3<$05;』（#$%&'()23!*-*）である。
#$%&'()は著書の中で、「負の遺産」が世代継承されることで、悪循環としての「世代性」
が成立する可能性について触れている。こうした「世代性」の暗部については、後に=(5$/
（!*9"）が「世代性」研究の中で独自の理論を展開している。
　「世代性」がより多義的な概念となったのは、!*>,年代から9,年代以降にかけてである。
#$%&'()は著書の中で、「自己探求・創造性」といった新しい要素を「世代性」概念に加え
た。初期段階では、「世代性」の前段階の発達課題である「親密性」との関連から述べられ
ていたが、この時期には次段階の発達課題である「統合」との関連から述べられるように
なった。彼は、次世代との関係や、自分がこれまで行ってきたこと、生み出してきたこと
への回顧と、新たな自己探求が相互に関連しあいながら、「世代性」が達成されていくこと
を述べている（#$%&'()23!*9?）。そして、「祖父母的世代性の能力は、現在の世話を、未来
への関心－すなわち今日の若い世代の未来、…そして世界全体としての存続への関心に結
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びつける。これは、人生の終わりが近づく時の絶望感を乗り越えようと努力する時に重要
となる不死の感覚を得るのに役立つ。（#$%&'()*+!,-.+朝長・朝長訳+!,,/）」と述べ、先に訪
れる「死」の受容につながるものとしての「世代性」の重要性を主張している（01&23%245*+
!,,/）。
　このように、提唱された初期には親としての「生殖」を核としていた「世代性」の概念
は、#$%&'()自身の中でも次第に広がりをみせ、晩年により広義なものとして再定義される
という変遷を遂げている。

　2　McAdams & Aubinの「世代性」研究
　#$%&'()以降の「世代性」研究では、第一義的定義が重視されることが多く、そのため
「生殖性」という狭義の概念として論じられることが多かった。「世代性」発達の個人差を
測定するために作成された幾つかの尺度についても、第一義的定義に沿った内容の項目が多
い。
　例えば、#$%&'()の定式化した+-+つの心理社会的段階に応じた発達課題の達成度を測定
評価し、個人の同一性感覚のレベルを明らかにするために6('2)7814*+9:$)2;+<+=(($2
（!,-!）により作成された、#$%&'()心理社会的段階目録検査（#$%&'()+>';?8('(?%14+
'71@2+ %)A2)7($;）では、第+B+段階の@2)2$17%A%7;を測定する尺度として、「私は、未来を
担う子どもたちを育てていきたいと思う」といった第一義的定義を採用した内容を中心に
構成されている。また、#$%&'()の発達課題の評価を目的として作成されたC?8'2+<+D4:@
（!,-.）の「#$%&'()+1)5+E(?%14FG2'%$1H%4%7;+I72J'」では、第+B+段階の「92)2$17%A%7;+
K2$':'+E71@)17%()」を測定する尺度として、「幼い子どもたちの世話をすることは楽し
い」や「若い人々を導くことは楽しい」といった次世代への世話についての内容と、「自分
の死後に残せるものが何もないと感じる（逆転項目）」や「永続的に価値のあることをして
いる」といった、創造的な営みを通して次世代に遺産を残すことへの関心についての内容が
含まれている。
　こうした流れの中、#$%&'()の定義を再度詳細に検討し、その概念を整理することで後
の「世代性」研究に多大な影響を与えたのは、=?L51J'+<+L:H%)（!,,M）である。彼ら
は、#$%&'()の文献を詳細に検討し、+B+つの心理社会的要素を用いて「世代性概念構成図」
（図+!+）を作成した。この概念モデルによると、まず世代性の動機付けとして、内的希求
（%))2$+52'%$2）と文化的要請（?:47:$14+52J1)5）の+M+局面が存在する。前者は、「永続
的な個としての実現を希求すること」といった個人の内面を突き動かす強い希求性を意味
し、後者は各々特定の文化において、個人が期待される社会貢献や社会的責任を果たそう
とする動機を表す。これらに動機付けられ、成人個人は「世代性の関心（?()?2$)）」が喚
起させられる。そしてこうした関心が、人間として受け継がれてきた規範としての「信念
（H24%23）」や、「世代性」の具体的な取組みに影響し、行動（1?7%()）へと導く。そして、
最終的にはそれら一連の流れについて内省し、物語ることで、「世代性」を個人の中で意味
づける。=?L51J'らは、この概念モデルを用いて、#$%&'()が著書の中で定義づけた「世
代性」の概念を、より整合性を持った理論として確立させることを試みたのである。
　概念の整理を行った後、=?L51J'らは世代性の関心および行動について、その個人
差を測定するため、妥当性と信頼性のある尺度の作成を試みた。彼らは#$%&(')以降の文
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献を整理する中で、「世代性」の関心について#$#つの下位領域が存在することを明らかに
し、それぞれに対応する項目を作成することを試みた。#$#つの領域とは、次世代を担う若
年世代を世話することへの責任を感じる「次世代の世話と責任（%&'()*# +,'#&)-# .&/()*#
'012,)1(3(4(.5# +,'#,.60'#20,240）」、自分の住む地域や近所の人に貢献しようとする「コ
ミュニティや隣人への貢献（%,)%0')#7&/()*#1(*)(+(%&).#%,).'(38.(,)1#+,'#.60#30..0'70).#
,+#,)0’1#%,778)(.59#)0(*63,'6,,-9#&)-#1,#,)）」、次世代に自身の持っている技術や知識
を伝えていくことへの関心である「次世代のための知識や技能の伝達（%,)%0')#2&11()*#,)#
/),:40-*09#1/(4419#&)-#1,#,)9#.,#,.60'19#0120%(&445#.,#.60#)0;.#*0)0'&.(,)）」、次世代のた
めになるものを自身の死後も残したいという「永く記憶に残る貢献・遺産（%,)%0')#-,()*#
.6()*1#.6&.#:(44#30#'070730'0-#+,'#&#4,7*#.(709#:(44#6&<0#&#4&1.()*#(72&%.9#&)-#:(44#

40&<0#&)#0)-8'()*#40*&%5）」、そして新たなものを作り出すことへの意欲である「創造性・
生産性」である。彼らの作成した「=,5,4&#>0)0'&.(<(.5#?%&40（=>?）」は、「次世代の世
話と責任」#@#項目、「コミュニティや隣人への貢献」#@#項目、「次世代のための知識や技能
の伝達」#@#項目、「永く記憶に残る貢献・遺産」#"#項目、「創造性・生産性（30()*#%'0&.(<0#
&)-#2',-8%.(<0）」#A#項目のAB項目から成り、妥当性・信頼性共に高い尺度であることが示
されている（C%D-&71#E#D83()9#!FFA）。
　今日の欧米における「世代性」研究は、多くがこの=>?を用いて世代性を測定してい
る（0G*G#H'&..9#I&)1,)9#D'),4-9#J,''(19#E#K(450'9#ABB!L#?.0:&'.9#M1.',<09#E#N041,)9#
ABB!）。=>?尺度の開発後、向社会的行動における研究（0G*G#H0.0'1,)#E#O4,6)0)9#!FF$）
や養育態度研究（H0.0'1,)9#?7('4019#E#P0).:,'.69#!FFQ）などにおいても新たに「世代
性」の概念が用いられるようになり、「世代性」研究は大きく躍進したといえる。

図#!#　「世代性」概念構成図（C%D-&71#E#-0#?.G#D83()9#!FFRより作成）
出典：C%D-&719#IG#HG9#E#-0#?.G#D83()9#SG#(S-1G)#(!FFR）G#!"#"$%&'('&)*%#+*,+-.&*
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　3　McAdams以降の「世代性」研究
　#$%&'()*+*%,-./（!001）以降、「世代性」の概念について新たな理論を展開させた
のは、23'&456*+*#'3$.'（!007）である。23'&456*+*#'3$.'（!007）は、「世代性」概念
を*1*つの規準によって整理し、中高年者を区分する*8*つのタイプを設定した。*!*つ目の規準
は、「個体性」と「関係性」である。「個体性」とは「個としての実現」であり、「世代性」
の意識や態度が自己に傾倒している側面である。一方「関係性」は、「世代性」の意識や態
度が他者に向いている側面である。*1*つ目の規準は、「世代性」の関心と行動である。これ
ら*1*つの規準によって、23'&456*+*#'3$.'（!007）は*8*つのタイプを仮定し、表*!*のよう
に表した。「停滞性タイプ」は、自己に対しても他者に対しても、「世代性」の関心も行動
も低いタイプである。「紋切り型・非個性型」は、自己・他者双方に対して「世代性」の関
心は高いが、それが行動に移行しないタイプである。「関係性タイプ」は、関心においても
行動においても、他者に傾倒するタイプであり、他者から必要とされることへの強い希求性
を示すタイプである。反対に「個体性タイプ」は、自己に対しての関心・行動が高く、他
者への働きかけが少ないタイプである。そして「世代性」タイプは、自己・他者双方に対
して、関心も行動も高いタイプである。23'&456はこれらのタイプ判別のための方法論とし
て、「半構造化世代性面接法」を開発し、その信頼性・妥当性を報告している。「半構造化世
代性面接法」では、仕事・地域社会・家族・個人的関心の各領域について、インタビューに
より詳細な情報を得、それらの質的データを*8*つのタイプの判定基準に従って正確に分類
し、得点化する。「世代性」を中高年者の「語り」から分析するこの手法は、後の、質的な
アプローチを重視した「世代性」研究に影響を与えた。

　4　わが国における「世代性」研究と尺度
　わが国における「世代性」研究は欧米のものと比べて非常に少なく、その多義的な概念の
収斂に向けた議論や理論の検証はほとんどなされてこなかった。日本語による93.:);/の文
献では、ほとんど「<5/53'=.>.=6」は「生殖性」という訳語が用いられ、93.:);/の第一義
的定義から概念的な発展は認められなかった。#$%&'()*+*%,-./（!001）の「?<@」開
発後、欧米の研究において「世代性」研究が増加すると、ようやくわが国においても「世代
性」研究が報告されるようになる。
　丸島（1AAA）は、中年期の自己概念や人格発達の側面から「世代性」に着目し、中年期に

出典：23'&456B*CD*?D*+*#'3$.'B*ED*9D*(!007）D*<5/53'=.>.=6F@='G/'=.;/H*%*I.>5F$'=5G;36*
(;&54D*!"#$%&'(")(*+$,"%&$-./B*!!B*J0FKLD*

表*!*　23'&456*+*#'3$.'（!007）による「世代性」の*8*タイプ

 

!"# $% &' $% &'()*(Generative) High High High High+,*(Agentic) High Low High Low-.*(Communal) Low High Low High/01234+*2(Conventional) High High Low Low56*(Stagnant) Low Low Low Low

-7 89



― !"―

おける「世代性」が後の高齢期につながるものとして重要な人格発達であることを報告して
いる。その後、丸島（#$$%）は、&'()*+,-.-(/012（!33#）による「世代性」の概念モデ
ルと456を基に、日本語版世代性関心尺度の作成を試みている。丸島（#$$%）は、456#$
項目に対して、-7-人の心理学者による議論を通して翻訳を行い、文化的要因から違和感のあ
る表現の修正を試み、最終的な翻案を作成した。作成した翻案について7$代から8$代までの
中高年者を対象に調査を行い、探索的因子分析を行った結果、「世話」（-7-項目）、「世代継承
性」（-9-項目）、「創造性」（-%-項目）の-7-因子構造が明らかとなった。この尺度について信頼
性と妥当性の検討を行ったところ、内的整合性が低く、一部妥当性が認められないといった
問題が残された。これについて丸島（#$$%）は、米国文化に基づく項目を翻訳したことによ
り内容的妥当性が欠如していたとし、わが国の文化により即した内容を盛り込むことを目
指して、改訂版世代性関心尺度の作成を行った（丸島・有光:-#$$8）。丸島・有光（#$$8）
は、成人発達論における先行研究を参考に日本の文化的背景を念頭において項目を追加し、
#$代から"$代までの成人を対象に調査を行い、探索的因子分析を行った。その結果、丸島
（#$$%）と同様、「世話」（-8-項目）、「世代継承性」（-%-項目）、「創造性」（-"-項目）の-7-因子
構造が明らかとなり、更に併存的妥当性および収束的妥当性が示された。最終的な尺度の項
目内容は、「私は変わったことやめずらしいことをするのが好きだ（創造性）」、「困っている
人を見ると、つい手助けがしたくなる（世話）」、「私は自分の死後に残るようなことは何も
していないと思う（世代継承性）」等であった。
　わが国における「世代性」研究では、この丸島（#$$8）の改訂版世代性関心尺度を用いた
研究がいくつか存在する。例えば堀毛（#$$"）は、丸島（#$$8）の尺度を用いて日本人中高
年者の世代性を測定し、中年期よりも高齢期により世代性が高くなることを報告している。
この改訂版世代性関心尺度の内容は、&'()*+,-.-(/012（!33#）の「456」を基とはし
ているものの、半数以上の項目がオリジナルなものとなっており、特に「創造性」の項目
は数も多く、強調された尺度内容となっている。&'()*+,-.-(/012（!33#）以前の研究
では;<1=,>2の第一義的定義のみが取り上げられ尺度化され、わが国においてもそれらの訳
語として「生殖性」を強調した尺度しか存在しなかった（?@A-佐方・中西:-!3"7）ことが問
題であったが、丸島（#$$8）の尺度では「創造性」の概念を含む;<1=,>2の再定義を重視し
た尺度となっている。このように、「世代性」の尺度研究では、狭義の概念を採用した内容
のものから、わが国においてより広義の概念を採用したものへと変遷しているといえる。
&'()*+,-.-(/012-（!33#）による概念整理の段階では、構成概念の一部であった「創造
性」が、丸島（#$$8）の尺度においては中核的な位置を占めていることについては未だ議
論の余地があると考えられる。その背景の一つとしては、日本語訳を行う際の「'<?*B1C1BD
（創造性）」という言葉そのものの持つ文化的な意味の差異も挙げられる。欧米文化では日
常的に用いられる用語であるが、わが国の文化に引用した場合、どのような訳語を用いるか
によりその意味合いが大きく異なってくる可能性がある。わが国での「世代性」における
「創造性」の位置づけについては、今後研究を蓄積する上での重要な課題と言えるだろう。

Ⅲ　おわりに
　「世代性」は今後、中年期を対象とした研究から、中年期以上の高齢期の研究において展
開、蓄積されるべき重要な議題となることが予測される。その背景には、晩婚化により高齢
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期になっても親としての役割が終了しない傾向や、長寿化により孫世代・ひ孫世代が誕生し
ても健康である高齢者の増加に伴う次世代との接触機会の増加（#$%&'()*++"）、アクティ
ブエイジングの促進により高齢期になってもボランティア活動など社会活動を行う人の増加
（,-.%)/)01$&()!""2）などにより、「世代性」が高齢期においても重要な発達課題となっ
ていることが考えられる。高齢者心理学における「世代性」研究は未だ実証的研究の蓄積が
殆ど無く、わが国においてはさらにその数は少ない。
　本論では「世代性」の概念とその尺度について、提唱した34567-&の定義からわが国にお
ける日本語版尺度の内容までを概観した。今後は高齢期の心理社会的発達として実証的研究
の蓄積が望まれるが、一方で多義的な要素を持つ「世代性」の概念について、わが国での議
論の収斂に向けてさらなる検討が必要であろう。
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